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〔論文審査の要旨〕 

 東アジア東縁に沈み込んだ古太平洋パンサラッサ海の海洋地殻の復元のため，西南日本

に分布する古生代オフィオライト及び緑色岩類のジルコン年代学的・地球化学的研究を行

なった。その結果，これらオフィオライト質岩の形成年代と形成場・テクトニクスが以下

のように明らかとなった。 

１）舞鶴帯南帯を構成する夜久野オフィオライトは，古生代後期のオフィオライトである。

夜久野オフィオライトはその構造と地球化学的特徴から，MORB 組成を持つ古期の変斑れ

い岩−角閃岩複合岩体と，カルクアルカリ岩系の新期の変斑れい岩−石英閃緑岩−花こう岩複

合岩体に分けられる。舞鶴帯プロパーの古期岩類と舞鶴帯の東方延長と考えられる佐渡島

の変斑れい岩から，SHRIMPを用いて，約 309-288 Maの，また，新期岩類からは約 284-276 

Ma のジルコン 206Pb/238U 年齢が得られた。これらから，ペルム紀における海洋内島弧−背

弧盆系の形成とペルム紀末期〜トリアス期前期にかけての夜久野古島弧の衝突・付加の形

成史が復元された。また，古期岩類のジルコン U-Pb 年代の確率分布曲線では約 330 Ma

にもう一つのピークが存在し，これは夜久野古島弧の基盤となった海洋地殻の形成年代を

示すものと考えられる。 

２）古生代前期のオフィオライトである大江山オフィオライトは，産状と岩石学的特徴か

ら古い順に Unit I, II, III に分類される。西城岩体の Unit I に属する粗粒ダイアレージ斑

れい岩および優白質斑れい岩から，LA-ICP-MSを用いて545.4 ± 2.6 Maおよび532.4 ± 3.1 

Ma のジルコン 206Pb/238U 年齢が得られた。これらの年齢は，環太平洋顕生代多重オフィ

オライト帯の一部である日本列島のオフィオライトとしては最も古いものである。足立岩

体と西城岩体のUnit Iの粗粒斑れい岩 6試料のεtNdをジルコンより得られた 545 Maで

計算すると，+7.2 から+7.7 となり涸渇マントル起源であることを示す。ジルコンの微量元

素組成も海洋底地殻起原である事を示唆する。大陸の古地理分布と得られたジルコン年齢

を考慮すると，ロディニア超大陸分裂後２億年を経て，古太平洋パンサラッサ海に



N-MORB 組成の典型的な海洋地殻が広がり，その一部が大江山オフィオライトとして陸上

に露出したと考えられる。 

 九州西部の長崎半島に露出する野母変斑れい岩複合岩体と熊本県北部に露出する山鹿変

斑れい岩からは，約 515-491 Ma のジルコン 206Pb/238U 年齢が得られた。これは Unit I に

比べ有意に若い。また，全岩化学組成やジルコンの微量元素組成は，Unit I とは異なり島

弧ないし背弧盆地殻由来であることを示す。 

 足立岩体の Unit III の細粒斑れい岩のジルコンの U-Pb 年代と Sm-Nd アイソクロン年

代からは，約 340-330 Ma の固結年代が期待される。全岩化学組成やジルコンの微量元素

組成は，Unit III が背弧盆地殻起源である事を示唆する。Unit III は Unit I がアジア東縁

に定置した後これに貫入した石炭紀前期の背弧盆地殻であると考えられる。 

３）新潟県小滝地域に分布する舞鶴帯には琴沢火成岩類と倉谷変成岩類が露出する。琴沢

火成岩類のアルカリ斑れい岩からは，デボン紀初期のジルコン U-Pb 年齢が得られた。ま

た，倉谷変成岩類のリューコソムから得られたジルコンは，累帯構造の不連続性と化学組

成から少なくとも４つのドメインに明瞭に区分され，これらはコアからリムにかけて約

750 Ma, 600 Ma, 520-430 Ma，及び 380-270 Ma の年代値群を形成する。琴沢火成岩類の

アルカリ斑れい岩と倉谷変成岩のリューコソムから得られた U-Pb 年齢は，いずれも舞鶴

帯北帯の花崗岩類から報告された年代と一致し，この地域に舞鶴帯北帯の分布が明らかと

なった。 

４）広島県矢川地域から秋吉帯石灰岩層群の基盤を成す海山起源のスーパープルームタイ

プのアルカリ安山岩が見出され，335.9 ± 1.6 Ma のジルコン 206Pb/238U 年齢が得られた。

これにより秋吉帯海山の形成年代が初めて明らかとなった。西南日本の他のテレーンに含

まれる緑色岩類は様々な形成場が推定されるが，ペルム紀付加体である超丹波帯，ジュラ

紀付加体の秩父帯北帯，ジュラ紀付加体起原の高圧変成岩である八東層からもスーパープ

ルーム起源の緑色岩が見出された。 

 以上を総合すると，原生代最末期〜古生代の古太平洋パンサラッサ海は次のように復元

される。まず，超大陸ロディニア分裂後２億年を経た原生代末期のパンサラッサ海は典型

的な N-MORB タイプの海洋地殻からなる十分広い大洋として成長していた。古生代にな

るとカンブリア紀初期頃に海洋側へ向かう海洋地殻の沈み込みが始まり，東アジア東縁は

受動的大陸縁から活動的大陸縁へと転換した。その後，カンブリア紀からオルドビス紀に

かけて沈み込みに伴う野母−山鹿島弧−背弧盆系が形成された。デボン紀には沈み込み方向

が大陸側へ反転し，それに引き続いて古生代前期のオフィオライト質岩が東アジア東縁に

定置した。同時期の沈み込み帯では深部へ運び込まれた砕屑物と海洋地殻が高圧変成作用

を被った。この頃の，特に前期石炭紀のパンサラッサ海の遠洋域ではスーパープルーム活

動により海山や海台が広範囲に形成された。ペルム紀になると夜久野古島弧−背弧盆系が形

成され，ペルム紀末期〜トリアス期前期にかけてアジア東縁に衝突・付加した。 

 

以上，審査の結果，本論文の著者は博士（理学）の学位を授与される十分な資格がある

ものと認める。 
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